　ある国に母と子二人で暮らす母子がいた。二人は幸せに暮らしていたが、ある時突然子供が変調を起こし、昏睡状態に陥ってしまう。

　母は子供を病院につれていくが、現代医学では治療できないと告げられ、途方に暮れる。当てのない彼女は、医者から紹介された研究者のもとを訪れる。
　紹介された研究者は、心霊障害の科学的治療の研究者だった。彼は子供を診て、子供の変調の原因が「死神」と呼ばれる超常的存在によるものだと告げる。「死神」とは、人間に寄生して生気を吸い取る、実体を持たない存在だと研究者は説明する。研究者は「死神」による被害の治療法を研究していたのだ。母親が治療法について訪ねると、研究者は死神を排除するには患者の精神世界に入って死神に蝕まれている精神を正常化しなければならないと告げる。研究者は研究の成果として、人間を他者の精神世界に送り込むことができる装置を完成させていた。母親は自ら子供の精神世界へ赴き、子供を目覚めさせるため精神世界を探ることを望んだ。
　精神世界を訪れた母親は、研究者のアドバイスに従い、死神に蝕まれて変質してしまった精神世界を正常化させるために行動することに。母親は精神世界の探索を始める。
　母親は謎を解きながら先へ進み、いばら、湖、墓場などのエリアを訪れ、変質したそれぞれのエリアの精神を正常化させながら死神の影響力を弱めながら進む。
　ついに死神にとらわれている子供発見した母親は、子供の精神を解放し、影響力の弱まった死神は子供を支配下に置き続けることができなくなってしまう。子供は死神を克服し、現実世界で目を覚ます。
